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回次
第９期

第２四半期累計期間
第８期

会計期間
自2023年７月１日
至2023年12月31日

自2022年７月１日
至2023年６月30日

売上高 （千円） 11,617,367 15,673,099

経常利益 （千円） 5,877,342 4,953,451

四半期（当期）純利益 （千円） 4,219,840 3,034,863

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 100,000 100,000

発行済株式総数 （株） 100,000,000 100,000,000

純資産額 （千円） 12,707,484 8,489,871

総資産額 （千円） 26,123,873 18,332,162

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 42.20 30.35

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － －

１株当たり配当額 （円） 6.00 9.00

自己資本比率 （％） 48.6 46.3

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 4,097,425 △3,157,605

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △562,031 △1,615,239

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 634,000 △330,200

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 5,413,768 1,244,375

回次
第９期

第２四半期会計期間

会計期間
自2023年10月１日
至2023年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 15.34

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性の乏しい関連会

社であるため、記載を省略しております。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上

場であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

４．当社は、第８期第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第８期第２四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会

社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告書

（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、前第

２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行ってお

りません。

(1）財政状態の状況

　当第２四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末に比べ7,791,711千円増加し、26,123,873千円となり

ました。これは主に、新型コロナウイルス感染症の第９波の影響やインフルエンザ流行に伴い、売上高が大きく伸長

したことに伴う売掛金の増加によるものであります。

　負債合計は、前事業年度末に比べ3,574,098千円増加し13,416,389千円となりました。これは主に、当第２四半期

累計期間の課税所得が増加したことに伴う税金費用の支払に伴う未払法人税等が増加したことに加え、新規取引先の

追加による当座貸越の増額をしたことに伴う短期借入金の増加によるものであります。

　純資産合計は、前事業年度末に比べ4,217,612千円増加し12,707,484千円となりました。これは、主に利益剰余金

の増加によるものであります。

(2）経営成績の状況

　当第２四半期累計期間（2023年７月１日～2023年12月31日）におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の

感染症法上の分類が２類から５類に移行され、ウィズコロナによる行動制限や海外からの入国制限の緩和等により社

会経済活動は正常化が進みました。一方、世界経済はウクライナ情勢の長期化や資源・エネルギー価格の高騰等によ

る金融引締めが続くなか、世界経済の景気後退が懸念される状況となっております。わが国経済においても、急速な

為替変動がインフレに拍車をかけ、物価上昇による景気の減速が懸念されるなど、先行きは依然として不透明な状況

が続いております。

　体外診断用医薬品業界におきましては、2020年初頭より発生した新型コロナウイルス感染症は、新たな変異株によ

る感染拡大を繰り返すなか、感染拡大防止を目的とした遺伝子検査や抗原検査等の検査需要が急激に高まりました。

他方、インフルエンザをはじめとした既存の感染症は、新型コロナウイルス感染症に対する感染防御の効果や受診控

え等により、検査需要が減少するという影響を受けました。現在流行する変異株は、感染力は高いものの重症化リス

クは低減しているといわれており、行動制限の緩和で社会経済活動は正常化しつつあります。さらには新型コロナウ

イルス感染症の感染症法上の分類が５類に移行され、ウィズコロナ社会へと社会環境が変化したことで、過去に免疫

獲得の機会を十分に持てなかった多くの既存の感染症（インフルエンザ、アデノウイルス等）が増加しております。

新型コロナウイルス感染症につきましては、５類移行後の感染者数の把握は全数把握から定点把握となりましたが、

足元の状況は新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの同時流行による第９波は一服したものの、年明け以降の

第10波による感染拡大の懸念があります。一方、インフルエンザにつきましては、夏場から始まった流行の波は10月

以降には注意報・警報レベルに達し猛威を振るう結果となりました。今後も新型コロナウイルス感染症及び既存の感

染症の流行状況については、動向を注視する必要があります。

　このようななか、当社はコーポレートスローガン「診断技術で、安心な毎日を。」を掲げ、社会的責務である供給

責任を全うすることを最優先するとともに、市場のニーズに応えた新製品をリリースすることで、あらゆる感染症の

拡大防止に貢献してまいります。当第２四半期累計期間における業績につきましては、売上高は11,617,367千円とな

り、営業利益は5,854,243千円となりました。経常利益は5,877,342千円となり、四半期純利益は4,219,840千円とな

りました。

　なお、当社は、体外診断用医薬品事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略しております。

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、5,413,768千円となりまし

た。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により資金は、4,097,425千円増加となりました。これは主に税引前四半期純利益の計上と棚卸資産の減

少によるものであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により資金は、562,031千円減少となりました。これは主に関係会社株式の取得による支出と有形固定資

産の取得による支出によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により資金は、634,000千円増加となりました。これは主に短期借入金の増加による収入によるものであ

ります。

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・

フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

(5）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

(6）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありま

せん。

(7）研究開発活動

　当第２四半期累計期間における研究開発活動の金額は、454,079千円であります。

　なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

2024/05/14 11:06:09／24095154_株式会社タウンズ_公開申請書類（第２四半期）

- 5 -



種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 400,000,000

計 400,000,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第２四半期会計期間末
　　現在発行数（株）
（2023年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2024年５月17日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 100,000,000 100,000,000 非上場

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない、当社に

おける標準となる株

式であり、単元株式

数は100株でありま

す。

計 100,000,000 100,000,000 － －

②【発行済株式】

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年10月１日～

2023年12月31日
－ 100,000,000 － 100,000 － 25,000

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】
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2023年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合

（％）

CITIC Capital Japan Partners 

III, L.P.

ケイマン諸島グランドケイマン ジョー

ジタウン,エルジン・アベニュー190
59,632,653 59.63

野中　雅貴 静岡県沼津市 30,252,000 30.25

Ariake-T1 投資事業有限責任組合 東京都港区東新橋一丁目９番１号 6,000,000 6.00

株式会社くふうカンパニー 東京都港区三田一丁目４番28号 3,000,000 3.00

Ariake Secondary Fund I LP

ケイマン諸島グランドケイマン島、サウ

ス・チャーチ・ストリート103、ハーバ

ー・プレイス４階、私書箱10240

600,000 0.60

CCJP III Co-Investment, L.P.
ケイマン諸島グランドケイマン ジョー

ジタウン,エルジン・アベニュー190
367,347 0.37

中澤　真士 東京都品川区 148,000 0.15

計 － 100,000,000 100.00

（５）【大株主の状況】

2023年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 99,999,900 999,999

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のな

い、当社における標準と

なる株式であり、単元株

式数は100株であります。

単元未満株式 普通株式　　　　  100 －

発行済株式総数 100,000,000 － －

総株主の議決権 － 999,999 －

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。

2024/05/14 11:06:09／24095154_株式会社タウンズ_公開申請書類（第２四半期）

- 7 -



第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第204条第６項の規定に基づき、第２四半期会計期間

（2023年10月１日から2023年12月31日まで）及び第２四半期累計期間（2023年７月１日から2023年12月31日まで）に

係る四半期財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

４．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。
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（単位：千円）

前事業年度
（2023年６月30日）

当第２四半期会計期間
（2023年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,244,375 5,413,768

売掛金 3,051,248 8,035,181

商品及び製品 1,998,525 1,240,885

仕掛品 1,265,625 1,071,292

原材料及び貯蔵品 1,322,773 1,148,964

その他 574,361 67,558

流動資産合計 9,456,910 16,977,651

固定資産

有形固定資産 4,402,141 4,619,856

無形固定資産

　顧客関連資産 2,953,600 2,840,000

　技術関連資産 795,733 746,000

　その他 160,801 224,231

　無形固定資産合計 3,910,135 3,810,231

投資その他の資産

　その他 690,326 716,133

　貸倒引当金 △127,350 －

　投資その他の資産合計 562,975 716,133

固定資産合計 8,875,252 9,146,221

資産合計 18,332,162 26,123,873

負債の部

流動負債

買掛金 1,143,423 1,243,259

短期借入金 ※3,500,000 ※4,500,000

１年内返済予定の長期借入金 732,000 732,000

未払法人税等 － 1,659,018

賞与引当金 108,523 26,254

役員賞与引当金 27,991 －

その他 1,006,022 2,271,961

流動負債合計 6,517,961 10,432,493

固定負債

長期借入金 2,236,000 1,870,000

繰延税金負債 922,119 922,026

退職給付引当金 154,210 179,869

資産除去債務 12,000 12,000

固定負債合計 3,324,329 2,983,896

負債合計 9,842,291 13,416,389

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 2,783,300 2,783,300

利益剰余金 5,603,766 9,823,606

株主資本合計 8,487,066 12,706,906

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △6,995 △7,409

評価・換算差額等合計 △6,995 △7,409

新株予約権 9,800 7,987

純資産合計 8,489,871 12,707,484

負債純資産合計 18,332,162 26,123,873

１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】
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（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自　2023年７月１日

至　2023年12月31日）

売上高 11,617,367

売上原価 3,684,904

売上総利益 7,932,463

販売費及び一般管理費 ※2,078,219

営業利益 5,854,243

営業外収益

受取利息 1,170

受取配当金 93

補助金収入 32,733

その他 1,916

営業外収益合計 35,914

営業外費用

支払利息 12,259

その他 555

営業外費用合計 12,815

経常利益 5,877,342

特別利益

　新株予約権戻入益 1,812

　特別利益合計 1,812

特別損失

固定資産売却損 280

特別損失合計 280

税引前四半期純利益 5,878,874

法人税等 1,659,034

四半期純利益 4,219,840

（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】
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（単位：千円）

当第２四半期累計期間
（自　2023年７月１日

至　2023年12月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 5,878,874

減価償却費 337,867

貸倒引当金の増減額（△は減少） △127,350

賞与引当金の増減額（△は減少） △82,269

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △27,991

返金負債の増減額（△は減少） 165,958

退職給付引当金の増減額（△は減少） 25,659

受取利息及び受取配当金 △1,264

補助金収入 △32,733

新株予約権戻入益 △1,812

支払利息 12,259

固定資産除売却損益（△は益） 280

売上債権の増減額（△は増加） △4,983,933

棚卸資産の増減額（△は増加） 1,125,781

仕入債務の増減額（△は減少） 99,835

その他 1,360,286

小計 3,749,448

利息及び配当金の受取額 104

利息の支払額 △12,259

補助金の受取額 32,733

法人税等の還付額 327,398

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,097,425

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △331,528

有形固定資産の除却による支出 △484

無形固定資産の取得による支出 △79,340

投資有価証券の取得による支出 △679

関係会社株式の取得による支出 △150,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △562,031

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,000,000

長期借入金の返済による支出 △366,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 634,000

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,169,393

現金及び現金同等物の期首残高 1,244,375

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※5,413,768

（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
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【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

前事業年度
（2023年６月30日）

当第２四半期会計期間
（2023年12月31日）

当座貸越極度額 7,000,000千円 10,000,000千円

借入実行残高 3,500,000 4,500,000

差引額 3,500,000 5,500,000

（四半期貸借対照表関係）

（当座貸越契約）

※　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行５行と当座貸越契約を締結しております。

　　これらの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

当第２四半期累計期間
（自2023年７月１日

至2023年12月31日）

給料及び手当 542,772千円

退職給付費用 27,870

減価償却費 211,760

業務委託費 269,327

（四半期損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

当第２四半期累計期間
（自2023年７月１日

至2023年12月31日）

現金及び預金勘定 5,413,768千円

現金及び現金同等物 5,413,768

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

決議
株式の

種類

配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2024年２月14日

取締役会

普通

株式
600,000 6.00 2023年12月31日 2024年２月15日 利益剰余金

（株主資本等関係）

当第２四半期累計期間（自2023年７月１日　至2023年12月31日）

１.配当金支払額

　　該当事項はありません。

２.基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

　 なるもの

３.株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間（自2023年７月１日　至2023年12月31日）

当社は、体外診断用医薬品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（単位：千円）

体外診断用医薬品事業

日本 11,322,060

海外 295,307

　顧客との契約から生じる収益 11,617,367

　その他の収益 -

　外部顧客への売上高 11,617,367

（収益認識関係）

　当社は、体外診断用医薬品事業の単一セグメントであるため、顧客との契約から生じる収益（全て一時点で移

転される財又はサービス）の分解情報については、以下のとおり、顧客の所在地別に記載しております。

当第２四半期累計期間
（自2023年７月１日

至2023年12月31日）

１株当たり四半期純利益 42円20銭

（算定上の基礎）

四半期純利益（千円） 4,219,840

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 4,219,840

普通株式の期中平均株式数（株） 100,000,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要

－

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場で

　　　　　    あるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。
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変更前 変更後

３．新株予約権の内容

（３）新株予約権を行使することができる期間

本新株予約権を行使することができる期間（以下、

「行使期間」という。）は、2019年4月26日から2024

年10月25日（但し、最終日が銀行営業日でない場合

にはその前銀行営業日）までとする。

３．新株予約権の内容

（３）新株予約権を行使することができる期間

本新株予約権を行使することができる期間（以下、

「行使期間」という。）は、2019年4月26日から2029

年10月25日（但し、最終日が銀行営業日でない場合

にはその前銀行営業日）までとする。

（重要な後発事象）

　（シンジケートローン）

　　当社は2024年２月14日の開催の取締役会決議に基づき、2024年３月29日付けでシンジケートローン契約を締結し

　　ました。

　①　　資金使途　　　　新工場建設に係る設備投資資金

　②　　借入先　　　　　株式会社三菱UFJ銀行

　　　　　　　　　　　　株式会社静岡銀行

　　　　　　　　　　　　株式会社商工組合中央金庫

　　　　　　　　　　　　株式会社りそな銀行

　③　　組成金額　　　　借入金Ａ：3,918,000千円

　　　　　　　　　　　　借入金Ｂ：6,420,000千円

　④　　借入利率　　　　基準金利＋スプレッド

　⑤　　契約締結日　　　2024年３月29日

　⑥　　返済期限　　　　借入金Ａ：2026年９月30日

　　　　　　　　　　　　借入金Ｂ：2034年３月31日

　⑦　　返済方法　　　　借入金Ａ：期限一括返済

　　　　　　　　　　　　借入金Ｂ：2026年３月末日を初回とし３か月毎に73分の１を返済し、残額を満期日に

　　　　　　　　　　　　　　　　　返済（延長オプション10年）

　⑧　　担保等　　　　　新工場土地建物（抵当権）

　⑨　　財務制限条項

　　　　A) 各事業年度の末日における貸借対照表における純資産の部の金額を、当該決算期の直前の決算期の末

　　　　　 日又は2023年６月に終了する決算期の末日における借入人の単体の貸借対照表における純資産の部の

　　　　　 金額のいずれか大きい方の75％の金額以上にそれぞれ維持すること。

　　　　　　　B) 各事業年度にかかる損益計算書上の経常損益に関してそれぞれ２期連続して経常損失としないこと。

（新株予約権の行使期間の変更）

　　当社は、2024年５月10日開催の取締役会において、ストックオプション（新株予約権）の行使期間の変更につい

　　て決議いたしました。

　①変更の理由

　　当社役職員を対象として付与した第１回新株予約権及び当社役員を対象として付与した第２回新株予約権の

　　行使期間が2024年10月25日に満了とされておりますが、役職員による権利行使が可能となる上場日から行使

　　期間満了日までの期間が限られていることから、行使期間を延長し、新株予約権者である役職員の権利行使

　　の機会を十分に確保することを意図しております。

　②行使期間を変更する新株予約権

　　第１回新株予約権（2019年４月24日臨時株主総会決議）

　　第２回新株予約権（2019年４月24日臨時株主総会決議）

　③変更の内容

　　変更の内容は以下のとおりであります。

　（第１回新株予約権発行要項）

（下線部分は変更箇所を示しております。）
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変更前 変更後

３．新株予約権の内容

（３）新株予約権を行使することができる期間

本新株予約権を行使することができる期間（以下、

「行使期間」という。）は、2019年4月26日から2024

年10月25日（但し、最終日が銀行営業日でない場合

にはその前銀行営業日）までとする。

３．新株予約権の内容

（３）新株予約権を行使することができる期間

本新株予約権を行使することができる期間（以下、

「行使期間」という。）は、2019年4月26日から2029

年10月25日（但し、最終日が銀行営業日でない場合

にはその前銀行営業日）までとする。

　（第２回新株予約権発行要項）

（下線部分は変更箇所を示しております。）
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２【その他】

2024年２月14日の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（イ）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　600百万円

（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　６円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　2024年２月15日

（注）2023年12月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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